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中国の鉱物資源あれこ

れ

岸本文男(天職員)
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はじめに

この一文は中国の鉱物資源鉱種別情報集というべきも

ので情報源は中国地質鉱産部準機関紙r中国地質報｣

と同部準機関誌<中国地質>である.その情報の採録

に当っては個々の鉱床の記載でたく鉱種別の総括的

なものにしぽりそれぞれの内容には何ら主観を加えた

かった.これはまた中国や世界の鉱物資源に係わっ

ている方々へのプレゼントであり下野した一地質調査

所員の在任中における関係者各位へのr恩返し｣のつ

もりである.受取って下されば幸甚に存じ｡上げる.

中国の珪藻土資源は豊富

新聞r中国地質報｣の何戒師記者と楊安国通信員は11

月の上旬に漸江省躁県で開催された“第一回全国珪藻土

製品展示｡学術交流会"で中国は珪藻土資源が豊かで

ありその開発･利用がいちじるしい収益を産むという

ことを知った.珪藻土資源を合理的に利用し製品の

品質を高め製品の種類を増やすことは今後珪藻土

資源を開発するに当って留意･解決しなくてはならたい

課題になっていることも知った.

中国での珪藻土資源に対する探査の程度は依然として

低くその探査実施量はまだ知れたものであるがそれ

でも吉林省雲南省湘江省山東省四川省広東省

内蒙古自治区山西省福建省江西省海南省チベ

ット自治区黒竜江省河北省の合計14の省と自治区で

珪藻土鉱床が発見されていて可採鉱量として3億tが

すでに探査･把握済みであり地質鉱量は10億tを越え

いずれも世界の上位にある.その珪藻土鉱床の大多数

は第三紀に形成されその分布は玄武岩質火山性断層陥

没盆地と密接た関係を有し多くは淡水湖沼相型に属す

る鉱床である.すでに発見されている珪藻土鉱床のう

ち吉林省の長白地区雲南省の騰沖地区漸江省の躁

県のものは規模が非常に大きくいずれも鉱量がユ億t

を越え品質について言えば吉林省の長白朝鮮族自治

県撫松県臨江県と雲南省の騰沖県のものが優れてい

てSi02含有率がいずれも80%以上であり最高90〃こ

達し高遠濾過の補助剤製造の優れた天然原料にたる.

第1図ヒマラヤ山脈のナムチャパルワ峰(7,782m)の地質･

地質構造･地震地質の解明に挑む調査隊員たち.行くて

に･は地すべり山崩れや雪崩が待っている･(“中国画

報"1984.3)

漸江省瞬県の珪藻土はSiO･含有率が比較的低い(70%

前後)が比表面積が大きくA1203含有率が比較的蔦

く(12%前後)断熱･保温体の優れた原料にたり精製

すれば高性能添加剤および触媒伴体の製造に適ししか

も東南の海岸にあって交通が至便であり鉱床の規模が

大きく賦存深度が浅く大観模た露天掘に適し開発

条件がとくに整っている.

珪藻土は重要た非金属鉱物資源の一つで独特な多孔

組織を備え孔隙率が高く重さが軽く比表面積が大

きく断熱･保温性に優れさらに吸着性も持っている

ため応用範囲が非常に広く食品加工･軽工業での各

種濾過剤石油工業･化学工業での脱色剤触媒伴体

冶金工業などでの窯･炉の断熱･保温材料建材工業で

の新タイプの軽質材料およびセメント混合材料農業で

の土壌調節剤･農薬伴体･抗結剤バイオテクノロジｰ

での徴孔ガラスさらに製紙工業･ゴム工業での高性能

添加剤などなどに用いられる.今回の“第一回全国珪

藻土製品展示｡学術交流会"で展示された製品と学術交

流の内容では残念たカミらこれら各用途カミ網羅されるま

でになってたく中国がここ数年の問に珪藻土の開発･

応用の分野で得た新しい成果が展示されていた.現在

のところ中国全体で数10の珪藻土鉱山が操業していて
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策2図一広大なタリム盆地(中国新彊ウィｰグル族自治区)で1950年代に入ってから石油の探査が始まった.その結果はイチクリク

油田コクア油田沙参ガス油田をもたらしさらに発展しようとしている.写真はタリム砂漠の中の地質調査隊の基地.調

査には外国の技術陣が協力し使用機器の国籍は雑多である.その中にもスカンジウムの活躍がある､(“中国画報"1986.4)

毎年数万t程度の珪藻土の原鉱を採掘｡加工して濾過

剤触媒伴体断熱･保温材料軽質建築材料高性能

添加剤など数10種の製品を生産L食品工業建材工業

軽工業化学工業冶金工業だとの部門で広く使用され

ている.たとえば吉林省長白珪藻土工業公司は毎年

5,000tの珪藻土を加工Lて1,000tの濾過剤を生産し

国内での使用に供するほか一部を輸出している.

最近この吉林省長白珪藻土工業公司とアメリカの一

会社との間で協力協定が結ばれて濾過剤の年産1.5万

t生産ラインが導入されることにたった.これが予定

通り1990年に正式操業に入れば毎年1万tの濾過剤が

輸出可能となるはずである.また軽工業部が吉林省

に建設中の年産5,OOOtの濾過剤製造工場は来年完成

する予定である.吉林省輝南県の連合化学工場は日本

の生産技術を導入しすでに10種類ばかりの濾過剤を生

産している.昆明石炭研究所と現地機関が共同して興

した騰沖濾過剤工場が生産している濾過剤はアメリカ

西ドイツの製品に匹敵し北京燕京玉泉山のいわゆ

る三大ビｰル工場で使用されその使用効果はすこぶる

大きい.北京ビｰノレ工場がその濾過剤を使って作った

ビｰルは色が清らか味がまろやかで接近バリｰの博

覧会で金賞を獲得した.最近漸江省科学委員会は50

万元の資金を投じて瞬県の珪藻土を開発しそれを加工

工場に提供し始めたがその10ほどの工場が生産する各

種の断熱･保温材料と新タイプの軽質建築材料は売行き

が非常によい.血乗県珪藻土応用研究所は最近珪藻

土を原料とする徴孔ガラスの製造に成功し国内での空

白を埋めた.珪藻土の精製と濾過剤の生産および触媒

伴体の製造の試験研究はきわめて欠きた進歩を遂げた.

たとえば広州化学工業研究所が広東省海庫県の珪藻

土を使って製造した濾過剤は珠江ピｰル工場で試用され

濾過の効果が高く濾過速度が早く清澄化度がいずれ

も輸出ビｰルの規格をパスLた.雲南工学院が珪藻土

を使用して生産Lた四塩化珪素燐酸珪素だとの化学工

業原料の研究の成果は珪藻土の用途に新領域を開拓す

るものとたった.

1989年5月号

“第一回全国珪藻土製品展示･学術交流会"に加わっ

た専門家が指摘するところによると中国における珪藻

土の開発がきわめて大きく進展しているとはいえ世界

の水準に較へれば製品の質品種の豊富さ加工設備

の近代性生産コストだとの面でまだ欠きた隔たりがあ

り珪藻土資源の利用も不十分で浪費がかたりひどく

国内市場を有効に支配する必要があり世界の市場に逐

次進出する必要があり関係科学研究機関･生産機関･

使用機関の努力と協力が求められそれぞれの長所を発

揮して珪藻土資源の徹底した合理的た利用製品の質の

向上品種の増加を実現しなくてはたらないとのこと

である.

“第一回全国珪藻土製品展示･学術交流会"は中国

地質学会非金属専門委員会と全国珪藻土科学技術開発語

間協同作業班が共催したものでこの会議に参加Lたの

は96機関の120名の代表者たちであった.参加者の専

門分野は珪藻土の探査選鉱から応用の研究採鉱

販売使用までの広い分野でそれらの大家達カミｰ堂に

会して経験を交流L技術を練り情報を交換L製品

を観察し生産･加工･販売･使用を一体的に理解する

ことに努めた.今回の“第一回全国珪藻土製品展示･

学術交流会"の一大特徴は事実に立脚して討議が活発に

行われ生気に満ち満ちていたことであろう.

(｢中国地質報｣1988.11.21)

チタン資源の開発と発展

チタン鉱物資源の90%はチタン白顔料工業で使用され

るがそのチタン白はニスやペンキ紙やプラスチック

の製造の重要た原料である.さらに金属チタンとチタ

ン合金は飛行機製造工業航空機器工業海水淡水化

電気機器冷却システムだとの分野で使われ金属部品の

優れた材料となり中国では戦略物資扱いをしている.

1･中国のチタン鉱物資源の評価

1.鉱量上の有利さ�
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中国を除く23の国力や地域がTiO･換算で4-4.5億

tのチタン可採探査鉱量を保有している.中国では

全国の2/3の省｡自治区･直轄市がチタン鉱物資源を有

し外国の可採探査鉱量にほぼ匹敵する数億tの鉱量を

保有しその量はカナダ｡ノルウニｰ･インド･ソ連･

オｰストラリア･南アフリカ･アメリカの7大チタン資

源国の可採鉱量を合せたよりも大きく世界の23の国力

や地域の総可採探査鉱量に近い.ただし中国のチタ

ン砂鉱資源はとくに金紅石砂鉱の鉱量が少ない.

内外のチタン鉱床のタイプとタイプ別鉱量配分は下表

の通りである.

世界

中国

チタン鉄鉱

初生鉱資源

72劣

�─

チタン鉄鉱

砂鉱資源

㈱─

4.9形

金紅石

初生鉱資源

1.9労

金紅石

砂鉱資源

�

�㈥

2.鉱石品位の低さ

世界の内因性チタン鉱床を採掘･選鉱している国と鉱

山を代表する4カ国･5鉱山の場合その鉱石の品位

(Ti0｡含有率)は13-19%である.たとえばフィンラ

ンドのオクソミャキ坑内掘鉱山は鉄｡バナジン･チタン

を総合的に回収し鉱石のTiO｡含有率が13房アメリ

カのサソフォｰドレイク露天掘鉱山の鉱石の場合は19

劣ノルウェｰのテルニス露天掘鉱山の場合が18%カ

ナダのアラｰトレイク赤鉄鉱一チタン鉄鉱露天掘鉱山

の選鉱精鉱の場合は34.3形に達している.そして中

国の撃枝花鉱山の場合は10%前後である.

中国を除く世界の稼行中の外因性チタン鉱床は8カ国

にある.オｰストラリアの東海岸と西海岸南アフリ

カのリチャジ湾アメリカのニュｰジャｰジｰ州とフロ

リダ半島インドのケララ州スリランカの東南海岸

ソ連のウクライナ地方シエラレオｰネの西南海岸ブ

ラジルの東南海岸がそうである.これらの国々のチタ

ン鉄鉱と金紅石を含有する漂砂鉱床は高品位である.

たとえばインドの当該漂砂鉱床の重鉱物含有率は80形

に達しその半分はチタン鉄鉱でありオｰストラリア

とスリランカの場合の金紅石含有率は10-25形である.

中国のチタン漂砂鉱床は一般にチタン鉄鉱を数名含有す

るにすぎないが稀には数10房のものもある.

3.鉱量は主として四川省に集中

華枝花のチタン資源(内因性一マグマ分化型)が中国全

体のバランスシｰト内チタン鉱量の92.7房を占め同じ

タイプのチタン鉱床のバランスシｰト内チタン鉱量の96

%を占めている.

2.チタン資源利用の現状と同資源確保の程度

中国の1985年におけるチタン精鉱生産量(Ti02換算:

以下同じ)は世界第8位でオｰストラリア南アフリ

カアメリカカナダノルウェｰン連インドに次

ぐ.しかし資源利用率(総鉱量に対する総生産量の割合)

はわずかに0.03%である.

中国を除く世界のチタン精鉱産出量のうち39形は初

生鉱床から61%は漂砂鉱床からもたらされたもので

その割合はおよそ2:3でありそのうちチタン鉄鉱鉱

床から生産されたものカミ85劣金紅石鉱床から生産され

たものが15%を占める.そしてチタン鉄鉱産出量の

うち42老は初生鉱床58%は漂砂鉱床からのものであ

る.次お金紅石精鉱の場合はすべて漂砂鉱床から生

産されたものである.中国におけるチタン精鉱の生産

はその95ガが漂砂鉱床の採掘･選鉱によるもので広東

省と広西壮族自治区の漂砂鉱床がその主体とたってい

る.金紅石精鉱の生産となると中国には言えるほど

の稼行鉱山がなくどれほどの生産力も形作られていな

い.中国におけるチタン鉄鉱精鉱と金紅石精鉱の産出

量の比は1983年が30:11985年が27:1で世界の場

合との違いは非常に大きい.

一方最近の中国における初生チタン鉄鉱の精鉱産出

量の伸びはいちじるLく1986年のその伸び率は1985年

の3倍に達し品位は安定し1987年の初めには外国へ

の輸出が始まります数1,OOOtが輸出された.

西ドイツ連邦地球科学･原料資源局およびアメリカの

<マイニングレポｰト>によると中国以外の世界の

チタン精鉱産出量は1970年代のその増加率が平均2.4%

増加率の幅は2-4%であった.その計算からすると

世界の1990年におけるチタン精鉱産出量は360-437万t

に達し今世紀末には440-648万tに達することになる､

また1981-1990年の累計ではチタン精鉱産出量は3,300

-3,690万tにたるはずでこれは世界の経済的に成り立

つ探査鉱量の8-10形を占める.さらに1981-2000年の

累計では7,300-9,200万tとなり世界の経済的に成り

立つ探査鉱量の18-22形を占めることにたる.

中国のチタン精鉱生産量は全体的には10年間で80-

100形5年間で25-50%それぞれ増加している.こ

の動態から推定すると1985年の産出量を基礎とすれば

今世紀の末には1980年代の産出量の1.5-2倍になるだろ

う.

中国内外のチタン鉱物資源の鉱量は今世紀中にふた

たび大きく増加することはたいと思われる.

上述のようだ産出量の増加と鉱量の相対的に安定Lた

状態を根拠にしてチタン鉱物資源の生産可能年隈を推算

すると世界的にチタンの生産カミ安定Lた状態を持続す
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る場合には139年採掘できそのうちのチタン鉄鉱型チ

タン資源は151年金紅石型チタン資源は66年である.

そして100年以上採掘できるのはシエラレオｰネイ

ソドソ連ノルウェｰカナダアメリカブラジル

の7カ国であり50年以上の国はフィンランドと南アフ

リカの2カ国50年以下という国はチタン鉱物資源保有

国ではスリランカオｰストラリアマレｰシアの3

カ国である.世界のチタンの生産が急増する状態であ

れば66-47年採掘でき(年間増加率2-4%)そのうちチ

タン鉄鉱型チタン鉱物資源は69-48年金紅石型チタン

鉱物資源は41-32年である.もし年間増加率が6老で

あれば採掘できる期問は37年(チタン鉄鉱型資源が38年

金紅石型資源が26年)である.そのうち50年以上の採

掘が可能た国はシエラレオｰネイソドソ連ノルウ

ェｰカナダの5カ国30年以上の国は南アフリカア

メリカスリラソカフィンランドの4カ国30年以下

の生産国がオｰストラリアマレｰシアブラジルの3

カ国である.

中国におけるバナジンｰチタソｰ磁鉄鉱鉱石からのチ

タン資源の回収およびチタン砂鉄鉱鉱石の採掘･選鉱は

両者の鉱床のタイプが異なるためその可採年限は別表

に計算する必要がある.しかし現在の主なチタン精

鉱産出省･自治区である広西壮族自治区広東省四川

省について言えぼそれぞれの可採年限は両方のタイプ

をまとめて一一つに換算した.その計算の結果1985年

のチタン精鉱生産星および年成長率10-12%からすると

この3省･自治区のチタン鉱物資源の可採年限は42-49'

年であり広西壮族自治区と広東省の場合は30年以上

四川省の場合は53-62年とたる.このように内外に

おけるチタン鉱物資源は後年にたるほど威力を見せる

“長期戦型"鉱物資源である.

3･撃枝花鉱山チタン鉄鉱精鉱の競争力

撃枝花鉱山の鉱石のチタン品位と運搬条件はいずれも

広西壮族自治区と広東省のチタン砂鉄鉱に及ぼたいが

そのチタン精鉱の現在の価格が後2者のチタン精鉱の価

格のわずか1/2前後にすぎずしたがって販売の面で有

利である.撃枝花鉱山のチタン精鉱はノルウェｰカ

ナダだとの同じタイプの鉱床産チタン精鉱に較べて一つ

も遜色カ曲くTiO｡含有率も高い.とはいえカルシ

ウムとマグネシウムの含有率もやや高いが硫酸法によ

ってチタン白を製造する工程の中ですたわち硫酸に

よる分解洗浄加水分解水洗の過程でカルシウム･

マグネシウムとTi02を分離しカルシウムとマグネシ

ウムがチタン白中への混入が防止されている.さらに

中国では電気炉と無スクリｰン炉を用いて塩素化によ
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る四塩化チタンの生成問題が成功裡に解決し撃枝花の

チタン精鉱はノルウェｰやカナダの同じタイプのチタン

精鉱との競争に十分耐えられると言われている.

撃枝花鉱山のチタン鉱物資源は鉄鉱石の随伴成分とい

う形で存在する.したがって鉄鋼産業が発達するに

ともたらて撃枝花鉱山の鉄鉱石の採掘が盛んにたりそ

の鉄鉱石の産出量が増えるにつれてチタンに富んだ鉱石

の出鉱量も多くなりそのチタン含有量の半分は回収可

能である.そのため撃枝花のチタン資源の有効利用

の研究とその研究結果の生産カベの転化は中国におけ

るチタン生産の発展の基本戦略となっている.

4･チタン資源に対する地質事業とその開発｡発展の

方向

中国がチタン資源に富んでいるという有利さを生かす

には中国の国晴から出発しなければたらたい.

全体的な戦略は四川省の撃枝花一西昌地域(いわゆ

る撃西地区)の豊富たチタン鉄鉱資源が十分に活用でき

るよう研究をさらに深めそれに対する選鉱技術を改良

しチタン精鉱の質を高め選鉱能力と生産規模を拡大

し生産コストを下げることを撃枝花のチタン鉱物資源

の特徴にふさわしい重点目標とし中国西南地方の豊富

た水力エネルギｰに依拠して高チタン材料の生産を発展

させ中国のチタン白工業と海綿チタソ工業に十分た原

料を提供することである.

まず第一に今世紀の近い時期におけるチタン鉱床地

質事業の重点は金紅石鉱床の探査事業を配置しその

結果にもとづいて経済的に価値の高い金紅石鉱床を選択

｡評価しその開発に必要な技術を開拓して開発を競う

ことであり計画をさらに進めて中国東南地方の沿海地

域のチタソ砂鉄鉱床を開発L広東省と広西壮族自治区

の沿海地域と広西壮族自治区東南地域の河川流域に分散

分楕するチタソ砂鉄鉱床の民間採掘の指導を強化し合

理的に活用することであり撃枝花鉱床のチタソ鉱物資

源の研究成果を生産力に転化して中国の西南地方と西

北地方に配置されている高チタソ材料とチタソ白の工場

への原料の供給に備えとくに四川省でのチタソ澤工場

建設の好材料とたり同工場を当該チタソ資源の全面的

改活用の基盤とすることである.

第二に今世紀末から次世紀初めの時期におけるチタ

ソ鉱床地質事業の重点は撃枝花のチタソ資源の活用を主

とし広東省と広西壮族自治区およびその他の地域のチ

タシ資源を副として中国国内のチタソ白工業と海綿チ

タソエ業を統一的に配置する.そしてチタソ白の種類

でも量でも自給の体制に入り海綿チタソは国内の民需

を満たす.�
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第4図新彊ウィｰグル族自治区のロブノｰル湖付近の風食状

況を観察する調査隊員たち･この地はカリ岩塩の宝庫で

ある.(“中国画報"1982･1)

第3図雪をいただく雲南省の蒼山とその麓に･立つ大理三塔･

大理は大理石の故郷である.(“中国画報"1983･8)

推計によれば中国のチタン資源の豊富さは30年前後

でチタソ工業の豊かさに変るはずである.

以上に述べた内容にもとづいたチタン鉱床地質事業に

対する提案は次の通りである.

第一点はバナジンｰチタソｰ磁鉄鉱鉱床の探査事業の

テンポを緩めることであり第二点は金紅石資源が不足

している現状に照して現有の金紅石鉱床を調査･評価

し直すことである.そして金紅石鉱床成因論と鉱床

の地質学的生成条件の研究を展開し中国の金紅石鉱床

(とくに変成鉱床)の生成の規則性を総括し鉱床予測を

強化し金紅石鉱床の調査と探査を予算項目に入れるこ

とである.さらに中国における金紅石資源の展望を

明らかにしチタン資源を活用する政策の決定に供す

る.たとえば中国の金紅石資源の欠乏を論証Lて輸

入方針を明確にしたけれぱたらないL同時に合成金紅

石の生産を発展させそれを中国のチタソ工業界におけ

る重要た着眼点としたけれぼたらない.第三点は撃

枝花のチタン資源の工業利用試験がかたりの成果を得て

いるがさらに継続する必要があり新たた研究領域を

開く可能性も追及したげれぼたらたいのである.

四川省地質鉱産局撃西地質大隊楊順橿

(<中国地質>:1988.第4期)

非金属鉱産物の輸出総覧

1.まだ完全な統計は出されていないが差し当たっ

ての中間的な統計によると“第六次5ケ年計画"の

期問における中国の非金属鉱産物の累計輸出額は

12.5億ドルである.

これを年別に見れほ非金属鉱産物の輸出額は1985年

が2.84億ドル1986年が3.2億ドル1987年が3.7億ドル

(別の資料によると3.87億ドルもしくは4.39億ドル)であっ

た.この非金属鉱産物の輸出額は建国当初に比べて20

倍に増えているが中国における非金属鉱物資源の豊富

さに較べれぱふさわしい額ではなく世界の幾つかの国

々に較べるとその隔たりは非常に大きい.たとえば

アメリカであるがその1981年における非金属鉱産物の

輸出額はすでに80-90億ドルに達しておりカナダの場

合は1982年に2.5億ドルイソドは1983年に14.6億ドル

1985年に20億ドル(ダイヤモンドだけで12億ドル)イギリ

スは毎年輸出する粘土類鉱産物が40億ポンドイタリア

は大理石の板材の輸出額が10億ドルでありこれで見て

も中国における非金属鉱産物の輸出には大きな潜在力が

あるはずである.

建材部門の非金属鉱工業振興計画によると六世紀末

には中国の非金属鉱産物の輸出額は12億ドルにたる.

2.中副こおける非金属鉱産物の加工製品の産額は

現在のところ非金属鉱産物の全産額の34･4%を占

めるにすぎず大部分は原鉱の形で輸出されてい

る.

幾つかの輸出に有利た鉱産物例えば雲母石綿滑

石などは経済的には不利でありざっとした計算･統計

によると現在操業中の非金属鉱産企業の20-30%は赤

字である.

世界とくにアメリカ目本だとの国力の非金属鉱加

工製品の産額は非常に大きくたとえぼアメリカの1983

年における非金属鉱加工製品の産額は2,180億ドルに達

し同国の非金属鉱原鉱の販売額212億ドルの10倍であ

るがそれに対して中国はアメリカに2.76万tの蛍石を

輸出しその価格は304万ドノレそして日本はアメリカ

に4,900tの蛍石加工品を輸出しそれだけでも414万ド

ルを稼いだ.また中国の海城の高品質滑石塊は国際市

場で1tが70ドルであるがアメリカが節分けした滑石

地質ニュｰス417号�
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策5図中国地質鉱産部は1982年の夏にチベットの塩湖調査隊

を組織しとくにツァブイェル湖の生成史水理地質

鉱物済源などの調査を指示した.写真はツァブイェル湖

の湖畔でキャンプを張った調査隊.(“中国画報"1983.5)

は1tが260ドルで売られているのである.

3.石材

中国は石材資源が豊富で種類も多いが輸出量はわ

ずかで世界の市場の1.2形を占めるにすぎたい.

1987年における中国の石材(大理石と花嵩岩)の輸出量は

同年の石材産額の10房ほどを占めただけである.しか

し石材の輸出は大きく期待できる.中国の隣国日

本が年間290万m2の花嵐岩板材の輸入を必要とし世界

の市場での花嵩岩板材の価格は1㎡当り50-200ドルもし

ている.そして1985年における世界の石材貿易の総

額は20億ドルに達したがそのうちの中国分はわずかに

その1石を占めたにすぎたい.中国の石材輸出能力が

低い主た原因は採石･加工技術が劣っていることにあ

る.

6.滑万

1986年における中国全体の滑石採掘量は!28万t輸

出量は60万tで世界の滑石輸出総量の58房を占めた.

近年来とくにこの4年間滑石の輸出量は年々増加の

傾向をみせたがら50万t以上の水準を維持している.

そのうちの80%は滑石塊でそのほとんど全部が日本に

輸出され(1986年の日本への輸出は43.7万t日本の滑石輸入

量の81.4%)粉末滑石8たいし9万tは西ヨｰロッパ

中近東東南アジアに輸出されることカミ多い.日本が

このように大量の滑石鉱を輸入する理由は一つには値

段が安く輸送が手軽たこと二つには日本の国内に35

の中国産滑石鉱を原料とする滑石加工工場があることに

ある.

7.マゲネサイト(菱苦土層)

1985年の中国におけるマグネサイト鉱採掘量は260万

tそのうちマグネシアクリンカｰに焼成されたものが

約80万t低温焼成マグネシアの製造に供されたものが

およそ20万t同年のマグネシアクリンカｰ輸出量が約

20万tで1990年にはマグネシアクリンカｰの輸出量が

40-50万t前後にたると推定されている.

8.黒鉛

中国は世界の黒鉛の主要生産国で年間生産量は世界

の総生産量の25%前後を占めている.この数年は黒鉛

生産量が13-19万tの問を上下L鱗状黒鉛の年間輸出

量は5-6万t(7･8万tという資料もある)でそのうち3.5

万tは日本1万tはアメリカに輸出され残りは西ド

イツカナダフラゾスイギリスなどの諸国に輸出さ

れている.1986年における中国の黒鉛輸出量は世界の

輸出総量の40%を占めた.

4.セメント

1987年における中国のヤメソトの輸出量はわずか

13.7万tであった.その主た買入れ国は東南アジアの

諸国であるが最近ではアメリカ目本だとの国六も中

国のセメントを輸入しようとしているだげでたく(一般

に一取引が数万tから数10万t)需要量が大きいが中国側

に供給能力がたくて商談を成立させる術がない.

5.陶磁器

軽工業部の統計によると中国の陶磁器工場の数は

1,OOO余の多きを数える.1987年には8億点の陶磁器

を輸出し輸出額は1.8億ドルであったが世界の市場

における陶磁器貿易の総額は20-30億ドルの力量を有し

中国が占めている割合は小さい.

1989年5月号

9.重品石

1987年の中国における重晶石生産量は205万t輸出

量は100万tに近く同年の世界の重晶石輸出量の約30

形であった.

10.蛍石

1982年の中国の蛍石輸出量は30万tで主として日本

に輸出された(日本の蛍石輸入総量の73%を占める).

11.ボｰキサイト

中国のボｰキサイト鉱はAl.03含有率が高く脈石が

少たいたどの特徴があり外国で歓迎され年間輸出量

は60-70万tで世界の輸出総量の50名前後を占め主

として日本アメリカ西ヨｰロッパ諸国に輸出されて�
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いる.

12.イライト

湘江省温州のイライトは1984年から輸出されるように

たり同年の輸出量は6,O00tであったが年を追って

増大し最近は1.5万tに達している.その主な輸出

先は日本で窯業･ビニｰル製造･製紙などの分野で配

合剤･添加剤･塗剤として用いられている.

王3.ダイヤモンド

現在の中国における天然ダイヤモンドの年間生産量は

およそ6万カラットで国内の需要を満たすにはほど遠

く年々輸入せざるを得ずその外貨の支出額は非常に

大きい.人造ダイヤモンドの年産量は2,700万カラッ

トに達L国内の各工業部門のダイヤモンドビットダ

イヤモソドソｰ研磨材の需要を満たし一部はすでに

輸出に回されている.

14.宝石

世界の宝石の総産額は1985年に27!億ドルであったも

のが1986年には359億ドルに増えそのうちの120億ド

ルがオｰストラリアの生産分(世界の宝石総生産額の33%)

であるのに対L中国の同年における宝石の産額は約2

億ドルで世界の総生産額のわずか0,6%を占めている

にすぎたい.最近の世界における宝石の輸出総額はお

よそ600億ドルで1986年の日本と香港の宝石貿易額

(輸出入額)はそれぞれ12億ドノレと10.6億ドル中国の

1987年における宝石と準宝石の輸出総額は2.6億ドル

そのうち宝石はわずか0.6億ドルにすぎない.台湾か

らの報道によると台湾の宝石工業は中国大陸からの天

然宝石の原石の輸入を希望し大陸の廉価な天然宝石原

石で台湾を世界の宝石半製品の集散地とする計画を立て

ている､以上のように中国にとって宝石と準宝石の

輸出情勢は非常に明るいと言える.

15.力才リン

中国はカオリン資源が豊富であるが高品質製紙用の

カオリンの鉱量が非常に少たく総鉱量のわずか8形を

占めているにすぎず生産量はさらに少ない.そのた

め毎年の必要た製紙用カオリンの不足分は輸入で解決

し輸入価格はt当り300ドル以上であるが中国が高

品質カオリンを輸出する場合の価格はt当り30-100ドル

とたっている.

16.珪藻土

中国における1986年の珪藻土採掘量は約10万tである

第6図山東省の曲阜県と州県の2県にまたがる州興隆荘炭

鉱は1982年に建設を完了し早速に稼行を開始Lた.こ

の炭鉱は中国が自力で設計施行据え付けした最初の

近代的大型炭鉱で中国の技術水準を試す場となってい

る､写真は通洞坑の様子.(“中国画報"1982･12)

が珪藻土濾過剤の生産量は2,600tにすぎたかったの

に対し同年のアメリカにおける珪藻土濾過剤の生産量

は40万tに達し中国のその生産量はアメリカのユ/154

にしか相当していたい.統計によると1986年に中国

の各企業が使用した珪藻土濾過剤の50房前後は輸入に頼

ったが中国が毎年輸出している珪藻土(SiO男含有率が

80%以上のもの)は数1,000tでこの様た原料資源を輸

出して加工品を輸入する現象は珪藻土に限ったことでた

くその他にも似た現象カミ見られる.

暁非(中国地質報1988.11,18)

中国における万炭の探査と開発

1.中国の宿炭鉱床の生成期と分布

中国における石炭鉱床の生成は古生代前期の腐泥無煙

炭から第四紀の泥炭に至る14期に分けることカミでき

る.そのうちでは石炭紀後期一二畳紀前期二畳紀

後期ジュラ紀前期一後期ジュラ紀後期一白壁紀前期

の4期が石炭の生成のもっとも盛んな時代である.

石炭紀後期一二畳紀前期は連続した一つの石炭堆積過

程の時代である.その堆積の序列は海浜一浅海相か

ら三角州相河流堆積相に至る一つの完全に整った体系

である.この時代の石炭生成区は陳西省甘粛省

寧夏回族自治区江蘇省山東省河南省安徽省内

蒙古自治区山西省河北省遼寧省吉林省の計12の

省(と自治区)に跨がっている.そしてこの時代の石

炭埋蔵量は全国の石炭の総埋蔵量の26老年間産炭量は

全国の総産炭最の60形を占め有名た開藻峰峰准南

准北平頂山太原西山だとの大型石炭基地の炭層は

この生成期のものである.

地質ニュｰス417号�
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華南地方の二畳紀前期の後期の挟炭層は主として広東

省の東部福建省漸江省の西南部から江西省の東部に

かけて分布し童子岩累層と呼ばれている.二畳紀後

期の前期の挟炭層は主として雲南省東部貴州省西部

四川省南部漸江省北部江蘇省南部安徽省南部広

東省北部江西省湖南省湖北省に分布L龍潭累層

と命名されている.江西省中部湖南省西部貴州省

東部四川省東部ではそれが海成相の合川累層もしくは

兵家坪累層とたる.また雲南省東部貴州省西部

四川省南部では陸成相の宣威累層となる.これら各累

層の挟炭層は堆積環境が異なり石炭埋蔵量には差があ

り比較的大きいものもある.しかしその埋蔵量の

合計は全国の石炭の総埋蔵量の4.6%を占めるにすぎた

し･.

三畳紀後期は中国の南方地方でも北方地方でも石炭

集積期である.華南ではこの時代の挟炭層が主とし

て四川省雲南省楚雄県江西省浄郷市湖南省資興県

などに分布し須家河累層と呼ばれている.チベット

自治区北部から雲南省西部の金沙江｡怒江｡潤槍江地域

にかけてもこの時代の石炭鉱床が分布する.華北で

は主として都爾多新盆地にこの時代の挟炭層が分布L

瓦窪塞累層と呼ばれている.

有名な都爾多斯(オノレドス)盆地准鳴爾(ジュンガル)

盆地口合密一吐魯番(ハミｰトルファン)盆地さらに山

西省の大同炭田と寧武炭田北京市の門頭溝炭田河南

省の義馬炭田遼寧省の北票炭田甘粛省の塞街炭田

青海省の大通河挨田の挟炭層はいずれもジュラ紀前期

一中期の堆積に属する.これらの超大型石炭堆積盆地

もしくは中型･小型石炭堆積盆地はいずれもその炭層

が厚く石炭の灰分と硫黄分がともに特に少なく内外

に優秀た石炭として讃えられている.その埋蔵量は全

国石炭総埋蔵量の60名を占める.

ジュラ紀後期一白壁紀前期の石炭は東北三省と内蒙

古自治区東部に広く分布する.多くは内陸の潜頭断層

陥没盆地にあって今までのところ100余の炭田を形成

しそのうち埋蔵量カミ100億tを越えている炭田として

農林河白彦花勝利の3炭田があり数10億tの炭田

として伊敏私費諾爾主目希勒大雁などがある.

この期の石炭は主として褐炭である.これらの褐炭

の埋蔵量は全国の石炭総埋蔵量の7形を占めている.

第三紀は中国では前期と後期の2石炭生成期に分け

ることができる.遼寧省の撫順炭田山東省の黄県炭

田などは第三紀前期の石炭盆地である.そして雲南

省の小龍潭地区と昭適地区広西壮族自治区の白色地区

海南省の長波地区広東省･福建省･漸江省の沿岸地帯

に第三紀後期の炭層がありそれは主として幾つかの内

1989年5月号

第7図六盤水市は貴州省の重要な石炭産地で省の住民が必要

とする石炭を供給するために建設されただけでなく地域

工業を支える役割も担っている.(“中国画報"1983,11)

陸の断層陥没湖盆の堆積物である.

そのほか中国南部地方の古生代前期の無煙炭と西南

地方東北地方の第四紀泥炭資源もかなり重要である.

とくに秦嶺南部地域の四川省北部隊西省南部および江

南隆起を取巻く湘江省安徽省湖北省江西省湖南

省広西壮族自治区貴州省のカンブリアｰシルル系中

に腐泥無煙炭が広く分布しその灰分は一般に40房より

も多く発熱量が4,OOOカロリｰ/g以下であるが華南

地方の石炭欠乏地域ではそれが各家庭の燃料に使われる

だけでたくすでに火力発電燃料ガス製造建材化

学肥料などの小規模工業で使用されさらにバナジン

モリブデソニッケルウラン鋼だと随伴鉱物資源の

抽出原料として用いられている.

2.中国の石炭資源量とその炭種

旧中国の時代には探査されて把握された石炭埋蔵量

はほとんど無かった.新中国カミ成立して38年の間大

量の地質調査と炭田探査が行われそれによって中国の

石炭資源の状況と分布がかなり明らかにたってきた.

1986年末には中国が保有する探査石炭埋蔵量は8,458

億tとたっている.1981年の炭田の石炭埋蔵量予測の

結果によると地表下!,500m以浅の石炭胚胎区(華南地

方の炭田は1,OOOm以浅)における石炭総資源量が中国全体

で32,000億tでありしたがって中国は世界の主要産炭

国の先頭集団に入っている.

行政区で言えば石炭資源量が5,000億t以上の省

(自治区)は新彊ウィｰグル族自治区内蒙古自治区と山

西省1,OOO-5,000億tの場合は陳西省寧夏回族自治

区貴州省河北省河南省山東省安徽省である.

中国の石炭資源中にはすべての炭種記号のものがあり

大別して有煙炭が83形無煙炭カミ9%褐炭が8房を占

めている.石炭の変成の程度からすると褐炭が8%�
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低変成有煙炭が59%中変成有煙炭が8%高変成有煙

炭が6劣混合炭(中問的なもの:未区分)が10形無煙

炭が9%を占めている.その中でコｰクス用炭は石炭

総資源量のおよそ20房を占める.

3.中国における;石炭資源の探査と開発

中国のエネルギｰ源は石炭が主体で石炭カミエネルギ

ｰ資源構成の中で占めている割合は毎年70%以上であ

る.1986年の石炭産出量は89,404万t洗炭原炭の産

出量は15,000万tで中国は世界の石炭産出大国の一つ

である.

この38年の問に中国は石炭資源の探査と開発の面で

大規模な事業を実施し石炭産出量を年六2,000万tの

スピｰドで増やしてきたがその主な成果は次の通りで

ある.

1)多くの新しい炭田を発見し全国の石炭資源を

調査し明らかにした.

1956年に全国の炭田調査が開始され地質学的予測と

地球物理探査の結果を解析しその結果に照して探査･

験証に努め幾つかの大炭田が発見された.華北地方

の潜頭性堆積平野では安徽省の両准炭田(准北･准南

両炭田の総称)の播集顧橋臨燥宿東の各炭田河南

省の永城と確山の両炭田江蘇省徐州市の九里山炭田

山東省の那州済寧肥城黄河北の4炭田河北省の

那台炭田遼寧省の藩北炭田と紅陽炭田の発見がそうで

ある.これらの炭田は炭層の数が多く炭質が良く

いずれも東部の経済発達地域に位置して中国における石

炭資源の分布状況を改め石炭工業の主た開発目標どた

り今ではその多くが中国における重要石炭工業基地に

たっている.それと同時に中国の中部と西部の既知

炭田および未確認炭田でも中縮尺の地質調査と炭層探査

が広範に進行中で初歩的にはその石炭資源の全体像が

浮び上り幾つかの重点探査区の探査が終わっている.

1974年以後華南地方における炭田の調査と探査での

経験と教訓が重点的に総括され東北地方および内蒙古

自治区での炭田調査･探査事業が開始･継続され相次

いで東勝白音花農林河伊敏東薄だとの炭田が発

見された.農林河炭田と伊敏炭田の炭層は非常に厚く

東北工業地帯に隣接した大型露天掘炭鉱としての建設が

まさに進行中である.

2)2回にわたる全国炭田予測事業が完了した.

石炭工業部が1959年に組織した第一次全国石炭予測事

業は既知のものから未確定のものまで含め比較対比法

を用いて全国の石炭資源量を算定するという事業であり

その結果はモノグラフ<中国煤炭地質学>にまとめられ

出版された.そして1974年に開始された第二次全国石

炭予測事業では炭田･省(自治区直轄市)から全国に

及ぶ系統的た石炭資源予測図カミ編纂され広域炭田地質

の総括が行われモノグラフ<中国煤炭地質学>が改訂

･出版された.この第二次全国石炭予測事業によって

中国における石炭資源の生成と分布の基本が明らかにた

り石炭工業分野における長期計画に信頼できる根拠が

提供されたのである.

3)幾つかの大型石炭工業基地が建設され石炭を

主とする総合的な工業基地の建設と拡大が積極化され

た.

新中国成立から38年の問国民経済と社会発展のため

の需要に基づき石炭工業の長期発展計画にしたがって

古い炭田はすべて改造されおよそ2,000カ所の炭田と

洗炭所が新たに建設され大型および中型の石炭工業基

地が100カ所近く建設された.中国が1986年に生産し

た石炭は89,404万tで中国は世界第二の石炭産出大国

に躍進した.多層構成の石炭工業体系の中で国営炭

鉱が石炭企業の骨幹と放り地方(省･自治区･直轄市･

県･市)と郷･鎮さらに個人が経営する小規模炭鉱は

全国にキラ星の如く分布し中国の石炭工業の発展を大

いに促進している.

中国は石炭資源の探査と開発の分野で豊富に経験を積

みすでに自らの力量で生産能力100万tの大型立坑と

同じく1,000万tの露天掘炭鉱を探査設計建設し

さらに計画処理量400万tの大型洗炭所を建設した･

石炭工業基地は石炭を主対象として積極的に建設され

各種の鉱物資源を総合利用し多角経営を展開し褐炭

に対する加工能力と石炭の液化｡コｰクス化･タｰル分

解だとの技術を向上させて石炭とコｰクス化･発電･

化学工業の総合的な工業基地化されている.

中国の石炭工業は中央人民政府の“改革活化開放"

の方針と指導のもと懸命な努力を続けている.紀元

2000年には年間石炭産出量14億tが実現しそのうち

の50形が地方郷･鎮個人の生産量どたり国営炭鉱

の技術水準が世界の主要産炭国の水準に追いっきある

いは近づくだろう.現在中国が石炭資源を保有する

程度はかたり高い.しかし炭田生成区の分布が不均

等で揚子江以南の地方には石炭資源が少なくそれで

も人口が密集し経済が発達している.一方東北地

方と華北地方は中国における石炭工業が集中的に分布す

る地方である.すでに膨大た量の石炭埋蔵量が探査

把握され利用されている.埋没潜頭する炭田の深部

と既知炭田の周囲の探査および開発が進むにつれその

難度はますます大きくたり新炭層の発見はさらに高い

技術と先進的た地質学の理論を必要としており幾つか

の省と自治区では石炭の探査を今のまま続けるかどうか

地質ニュｰス417号�
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策8図勝利油田の新しい探鉱地区.勝利油田は東営市恵民

徳州灘坊市の4地区からなり総面積は2･5㎞2に達し

ている.この油田は45の油田を有する大油田区で今中

国第二の産油地区となっている･1984年の産油量は

2,300万t.(“中国画報"1985.11)

第9図ツァイダム盆地の西辺地帯で地質調査中の地質専門家

たち･この写真の地の東側に冷湖油田がすでに稼働して

いる･現在中国では22の省･市･自治区で油田とガス

田が発見済みであり16の産油･ガス基地ができている.

(“中国画報"1984.10)

の問題がすでに問われている.幾つかの大型立坑の開

発深度はすでに平均600mに達L今後の深部開発は地

質条件が機械設備の組合せを中心とした採炭作業に影響

する度合いを増し地質調査･研究の精度がさらに高い

ことを要求している.そのため中国における“四つ

の近代化"を実現するためのエネルギｰ資源の供給源と

して石炭資源の探査と開発の重点をすでに逐次山西省

を主とするエネルギｰ資源基地に振り向けている.す

たわち山西省西部河南省西部隊西省北部と内蒙古

自治区南部のコｰクス用炭炭田と低灰分･低流動性炭炭

田で大規模た石炭工業基地の建設がすでに進行中であり

幾つかの石炭生産基地の建設準備が急がれている.

中国の西北地方と西南地方の石炭資源は十分に豊か

である.たとえば新彊ウィｰグル族自治区の域内に関

して予想されている石炭の資源量は10,000億tを越える

が稼行されている炭田は鉄道沿線と都市周辺部分のも

のだけである.その石炭資源の探査･把握済みの埋蔵

量は全国の探査･把握済みの埋蔵量のわずか4老にすぎ

たい.西南地方の有名た“三江地域"すたわちチベ

ット自治区の東部四川省･雲南省の各西部青海省の

南部では三畳紀後期の海陸交替相の挟炭層が広範に分

布しているが調査･探鉱はほとんど行われていない.

中国における経済体制の改革と政治体制の改革が深ま

り発展するにしたがって炭田地質部門の管理体制に

おける機構の重複幹部と探査隊伍の不合理な配置状況

が徹底的に改められるところまできた.我々は白身の

経験と教訓を総括し内外の関連する地質科学の新しい

1989年5月号

理論新しい方法新しい技術を絶えず学び力を尽く

して石炭資源の探査と開発を強化し石炭を主として総

合的に利用するという方針に照して炭田中の他の鉱物

資源と分散有用元素の分布規則性に注意し浅層の天然

ガスの探査を展開し炭田の水源と土木地質の調査･研

究を強める.地方の小炭鉱を発展させるため我々は

積極的にその地質調査と炭層探査を進める.それらと

ともに炭田の地質学的研究を不断に強めさらにすば

らしい地質学的成果を挙げそれを石炭工業の発展に貢

献させる.我々は中国の石炭工業と炭田地質科学の

夜明けに光輝を加える時が必ず来ると固く信ずるもの

である.石炭工業部地質周王鍾堂

(<中国地質>:1988.第3期)

中国の天然ガス探査の状況

この11月の中旬杭州で開催された“第七次5カ年計

画"重点科学技衛関連項目54-01課題の成果交流会で明

らかにされたところによると中国の天然ガス資源探査

の形勢は喜ぶべき状況にあり“第七次5カ年計画"の

末期には1,O00億m茗以上に及ぶ各種品質の天然ガスの地

質鉱量が得られているはずである.

現在の中国における石油･天然ガス消費量比や同埋蔵

量比はいちじるしくアンバランスで天然ガスがエネル

ギｰ構造の中で占めている割合はわずか2形から3%に

すぎず国家の経済発展状況に比してあまりにも少なす

ぎると言わねぽたらたい.このため“第六次5カ年計�
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第10図雷州半島湛江市の南中国石油基地に設置されているコンピュｰタｰセンタｰ.南中国海の大陸棚では珠江河口沖鶯歌海

北都湾の3大石油･天然ガス胚胎堆積盆地が発見されている一すでに発見済みの有望構造は340を越え1981年に初めての噴油

をみた.現在中仏石油共同開発区では1産出層から320t/日･井の石油と57,OOO㎡/日･井の天然ガスが別の産出層から

同じく320t/日･井の石油と70,000ぜ/日･井の天然ガスが産出している｡(“中国画報"1982.9)

第11図1983年の冬と1984年の夏に中国とアメリカの海洋地質

学者･海洋学者が黄海南部水域で共同の調査と研究を行

った.参加したのは中国科学院海洋研究所と米国ウッ

ズホｰル海洋研究所の専門家たちである.写真は同水

域で中米共同調査に使用された海洋調査船r科学一号｣

(左)とr金星二号｣(右).(“中国画報"1984.12)

画"から国は天然ガスの探査と技術の理論的研究を強化

し合わせて石炭ガスの科学的｡技術的研究を進めるこ

とが決定されさらに“第七次5カ年計画"の期間に天

然ガス資源の評価および探査と測定の技術･方法の研究

を重点課題としそれらによって天然ガスの探査の速度

を上げ天然ガスの評価とその探査対象区域の選定のた

めの方針を引出し天然ガス探査の技術と方法を高度な

ものにし中国の天然ガス分野における立ち後れを改め

ることが決定された.この決定にそって地質鉱産部

石油工業部中国科学院国家教育委員会に所属する55

の生産機関･科学研究機関･教育機関がこれらの課題に

もとづいた研究に参加している1その実際の参加人員

は13,000人に達しておりそのうち高級職の名称を得て

いる者カミ1/3を占めている.

この2年来の多数の科学技術者の努力によってこれ

らの課題はすでに重要た進展をみており天然ガスの探

査に期待できる具体的た展望が開け東海海域では平湖

倉石油｡ガス構造に対する探査成果が広がり最近掘

進された平湖第4号井はこれまでの平湖第1号井平湖

第2号井平湖第3号井の産油･ガス状況よりも良く

加えて平湖倉石油｡ガス構造帯で一連のクロｰジャｰが

把握され平湖石油｡ガス区を拡大する上で良好な根拠

が得られた.塔北地区の場合阿克庫勒で掘進された

沙第14号井が高水準の可採石油･天然ガスの噴出をもた

らしさらに沙第7号井と沙第4号井も賦存深度が比較

的浅い新石油･天然ガス層に逢着し日産天然ガス量は

1OO万皿3に達している.四川省西部地域ではジュラ紀

の地層中で二次天然ガス層が掘り当てられすでに100

億m3以上の地質鉱量が得られており四川省東北地域の

南目地区達県一宜漢地区さらに四川省中部地域では

いずれも三畳系中から可採天然ガスの噴出が得られた.

また松遼盆地の梨樹断層陥没堆積盆地では浅部の可採

石油･天然ガス層カミ試錐によって把握できた.たお

中国石油･天然ガス総公司と中国海洋石油公司は松遼

盆地渤海湾南海海域において喜ぶべき成果を挙げて

いる.そのほか詳細た研究調査を進めることによっ

て中国東部地方の浅層天然ガス層の探査対象領域が非

常に広いことが明らかにたり同時に中国北部地方にお

ける古生界炭酸塩岩の天然ガス探査対象領域も非常に広

いことが明らかにたってきた.

金栄(中国地質報1988･12･16)

(おわり)
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